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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成31年2月7日(2019.2.7)

【公開番号】特開2018-200646(P2018-200646A)
【公開日】平成30年12月20日(2018.12.20)
【年通号数】公開・登録公報2018-049
【出願番号】特願2017-106011(P2017-106011)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   1/26     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/38     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   1/32     (2019.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ    1/26     ３３４Ｐ
   Ｈ０４Ｎ    1/00     　　　Ｃ
   Ｈ０４Ｎ    1/00     １０７Ｚ
   Ｂ４１Ｊ   29/38     　　　Ｄ
   Ｂ４１Ｊ   29/38     　　　Ｚ
   Ｇ０３Ｇ   21/00     ５０２　
   Ｇ０６Ｆ    1/26     ３３４Ａ
   Ｇ０６Ｆ    1/32     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成30年10月19日(2018.10.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の電力モードと、前記第１の電力モードより消費電力の小さい第２の電力モードで
動作が可能な情報処理装置であって、
　通信回線を介して送信されたパケットを受信する受信部と、
　前記第１の電力モードにおいて前記受信部で受信したパケットに基づいて前記情報処理
装置の制御を行い、前記第２の電力モードにおいて電源供給が遮断される第１の制御部と
、
　前記第２の電力モードにおいて電源が供給され、前記第２の電力モードにおいて前記受
信部で受信したパケットに基づいて前記情報処理装置の制御を行う第２の制御部と、
を有し、
　前記第２の制御部は、
　所定のパケットを受信したとき、前記第２の電力モードを維持したまま、パケットを応
答することを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の情報処理装置において、
　前記第１の制御部は、
　前記第１の電力モードから前記第２の電力モードに移行するとき、
　前記第２の制御部に前記所定のパケットに応答するための応答情報を渡すことを特徴と
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する情報処理装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の情報処理装置において、
　前記第１の制御部は、
　前記第１の電力モードから前記第２の電力モードに移行するとき、
　前記第２の制御部にパケット識別情報を渡すことを特徴とする情報処理装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の情報処理装置において、
　前記第２の制御部は、
　前記第２の電力モードにおいて、パケットを応答する毎に、前記パケット識別情報を更
新し、
　前記第２の電力モードから前記第１の電力モードに移行するとき、
　前記第１の制御部に前記パケット識別情報を渡すことを特徴とする情報処理装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の情報処理装置において、
　前記パケット識別情報は、メッセージ番号であり、
　前記第２の制御部は、
　パケットを応答する毎に、前記メッセージ番号に１を加算することを特徴とする情報処
理装置。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の情報処理装置において、
　前記所定のパケットは、前記通信回線に接続された装置を確認する接続装置確認手順に
おいて使用されるパケットであることを特徴とする情報処理装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の情報処理装置において、
　前記接続装置確認手順は、ＷＳ－Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙであり、
　前記所定のパケットは、前記ＷＳ－Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙにおいて使用されるＷＳ－Ｄｉ
ｓｃｏｖｅｒｙＰｒｏｂｅパケットであり、
　前記所定のパケットを受信したときに応答するパケットは、前記ＷＳ－Ｄｉｓｃｏｖｅ
ｒｙにおいて使用されるＷＳ－ＤｉｓｃｏｖｅｒｙＰｒｏｂｅＭａｔｃｈパケットである
ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項８】
　請求項６または請求項７に記載の情報処理装置において、
　前記接続装置確認手順は、ＷＳ－Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙであり、
　前記所定のパケットは、前記ＷＳ－Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙにおいて使用されるＷＳ－Ｄｉ
ｓｃｏｖｅｒｙＲｅｓｏｌｖｅパケットであり、
　前記所定のパケットを受信したときに応答するパケットは、前記ＷＳ－Ｄｉｓｃｏｖｅ
ｒｙにおいて使用されるＷＳ－ＤｉｓｃｏｖｅｒｙＲｅｓｏｌｖｅＭａｔｃｈパケットで
あることを特徴とする情報処理装置。
【請求項９】
　請求項７または請求項８に記載の情報処理装置において、
　前記パケット識別情報は、ＭｅｓｓａｇｅＮｕｍｂｅｒであることを特徴とする情報処
理装置。
【請求項１０】
　請求項１から請求項９のいずれか１項に記載の情報処理装置は、画像形成装置であるこ
とを特徴とする情報処理装置。
【請求項１１】
　請求項１から請求項９のいずれか１項に記載の情報処理装置において、
　印刷可能なデータを生成する画像処理部と、
　前記印刷可能なデータに基づいて、媒体に画像を印刷する画像形成部と



(3) JP 2018-200646 A5 2019.2.7

を有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項１２】
　第１の電力モードと、前記第１の電力モードより消費電力の小さい第２の電力モードで
動作が可能な情報処理装置であって、
　媒体に画像を印刷する画像形成部と、
　通信回線を介して送信されたパケットを受信する受信部と、
　前記第１の電力モードにおいて前記受信部で受信したパケットに基づいて前記情報処理
装置の制御を行う第１の制御部と、
　前記第２の電力モードにおいて電源が供給され、前記第２の電力モードにおいて前記受
信部で受信したパケットに基づいて前記情報処理装置の制御を行う第２の制御部と、
を有し、
　前記情報処理装置が前記第１の電力モードから前記第２の電力モードに遷移するとき、
前記第１の制御部は前記画像形成部への電力供給を停止し、その後、前記第２の制御部は
前記第１の制御部への電力供給を停止し、
　前記第２の電力モードにおいて、所定のパケットを受信したとき、
　前記第２の制御部は、前記第２の電力モードを維持したまま、パケットを応答し、
　前記第２の電力モードにおいて、所定のパケット以外のパケットを受信したとき、
　前記第２の制御部は、前記第１の制御部への電力供給を開始し、その後、画像形成装置
を前記第２の電力モードから前記第１の電力モードへと遷移するために前記第１の制御部
は、前記画像形成部への電力供給を開始することを特徴とする情報処理装置。
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